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第１１章　　　　金融
平成26年の金融状況全般
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日本銀行において、平成25年４月、「量的・質的金融緩和(消費者物価の前年比上昇率２％の物価安定の目標を、２年程度の期間を念頭に置いて、できるだけ早期に実現するための金融緩和政策)」が導入されました。
大阪府では、量的緩和の影響などにより資金需要が持ち直し、金融機関の貸出金残高が増加しました。平成27年３月末の預金残高及び、貸出金残高は、全国、大阪府ともに前年に比べ増加しました。とりわけ貸出金残高は、前年に比べ全国で3.3％、大阪府でも2.0％と高い伸び率となりました。
　為替相場をみると、円の対ドル相場は幾分円安ドル高方向の動きとなっており、平成26年末は119円前後で推移している。
　平成26年末の株価（日経平均株価）は、１万７千円台半ばで推移している。
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億円 ％ 億円 ％ 億円 ％ 億円 ％

平成18年 526,446 1.9 5,300,898 1.4 407,068 -1.4 3,955,617 1.6

19 529,143 0.5 5,359,439 1.1 400,758 -1.6 3,991,845 0.9

20 538,052 1.7 5,502,142 2.7 396,694 -1.0 4,048,869 1.4

21 541,693 0.7 5,647,019 2.6 385,895 -2.7 4,222,465 4.3

22 551,266 1.8 5,796,013 2.6 380,881 -1.3 4,161,657 -1.4

23 562,001 1.9 5,968,407 3.0 369,673 -2.9 4,137,799 -0.6

24 567,777 1.0 6,101,225 2.2 369,177 -0.1 4,174,237 0.9

25 581,898 2.5 6,299,506 3.2 372,519 0.9 4,267,691 2.2

26 584,068 0.4 6,508,869 3.3 372,589 0.0 4,373,619 2.5

27 590,754 1.1 6,737,448 3.5 380,161 2.0 4,519,437 3.3

（各年3月末現在）
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信用保証協会

緊急経営対策資金が終了した23年度以降は、同資金の駆け込み利用の反動や、景気回復の遅れから保証実績は弱含みの状況で推移していました。

平成26年度の大阪信用保証協会保証承諾件数は、２万9,373件で、前年度に比べ1,928件(前年比6.2％)減少しましたが、金額では6,916億円で前年度に比べ97億円(同1.4％)増加に転じています。一方、代位弁済金額は、665億円で、前年度に比べ92億円（同12.1％）減少し、年々減少しています。



預金・貸出金残高の推移





※対象は、国内銀行の銀行勘定





[表11－13、日本銀行調査統計局「全国及び都道府県別預金・現金・貸出金」参照]





為替相場と株価の推移





※円相場は、東京市場　ドル・円　スポット　17時時点/月中平均





※株価は、©日本経済新聞社　日経平均株価　月次データ　終値





[資料　日本銀行金融市場局、株式会社　日本経済新聞社日経平均プロフィル]





大阪信用保証協会保証承諾件数及び金額と代位弁済金額の推移





[表11-12参照]








